














Ⅳ結論

　子どもの心の健康づくり対策事業の実施計画の推進において、その実施上の必要性と問

題点の究明、その問題の一つであり、事業の内容としてあげられている担当者の資質の向

上に関連して、研修のあり方について検討した。

　担当者の確保がもっとも大きな問題の一つであるが、研修によって、人材の確保の推進

が可能となることもある。特に、潜在(在宅)の人材を発掘して活用することも可能となり、

人材の少ない人口規模の小さい地域においては重要な解決方法といえる。

　その研修においては、ここでは、①虐待対策、②出産母子支援対策、③育児不安解消対

策、に関して検討した。その基本的な方向性としては、今日の育児実態の認識が不可欠で

あり、それに伴って育児不安、虐待等の問題が発生していることを理解することができる

ようにする。さらに、その認識のもとに多くの分野・領域の人材や職種の連携によって、

多くの問題が解決され、子どもの状態の改善や再発防止、予防対策が確立できることを理

解できるようにすることが、研修の基本的方針であるといえる。

　具体的な研修内容や方法については、できるだけ実習や事例検討を導入することによっ

て、より実際的な活動に向けての対応方法が把握できるように配慮する。さらに、地域特

性、地域における活動状況に見合う内容を組み込んだ研修の確立が必要である。


